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国
で
は
長
引
く
経
済
不
況
を
克
服 

 

   

  

   

す
る
た
め
、
大
幅
な
金
融
緩
和
を
進
め
、 

超
低
金
利
政
策
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
全
国
の
公
益
財
団
法
人
は
、

そ
の
基
本
財
産
の
運
用
収
益
が
大
幅
に 

減
少
し
、
財
団
の
財
政
基
盤
の
弱
体
化 

に
悩
ん
で
い
ま
す
。 

当
財
団
で
は
、
基
本
財
産
二
一
億
七 

千
万
円
を
国
債
と
地
方
債
で
運
用
し
て 

き
て
お
り
、
平
成
二
八
年
度
に
お
い
て 

は
一
・
七
六
％
の
平
均
運
用
利
回
り
を 

確
保
で
き
て
お
り
、
平
成
二
八
年
度
の 

事
業
計
画
及
び
予
算
は
、
ほ
ぼ
前
年
度 

並
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
平
成
二
九
年
六
月
に
は
額 

面
五
億
円
・
利
率
一
・
九
％
の
地
方
債 

が
満
期
償
還
を
迎
え
ま
す
。
さ
ら
に
、 

当
財
団
が
設
立
百
周
年
を
迎
え
る
平
成 

三
七
年
六
月
に
は
額
面
一
〇
億
円
・
利 

率
一
・
九
％
の
国
債
が
満
期
償
還
と
な 

           

  

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

り
ま
す
。 

現
下
の
債
券
金
利
の
状
況
を
勘
案
す

る
と
、
平
成
二
九
年
六
月
満
期
償
還
を

を
迎
え
る
地
方
債
の
買
換
え
に
よ
り
運

用
収
益
の
減
（
五
百
万
円
程
度
）
は
避

け
ら
れ
ず
、
況
や
平
成
三
七
年
六
月
満

期
償
還
と
な
る
国
債
の
運
用
替
え
等
に

つ
い
て
は
目
論
見
も
立
て
難
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
平
成
二
八
年
度
中
に
、

現
下
の
債
券
金
利
状
況
下
で
の
資
金
運

用
の
あ
り
方
、
並
び
に
、
平
成
二
九
年

度
の
運
用
収
益
減
に
伴
う
助
成
事
業
の

あ
り
方
を
真
剣
に
検
討
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

   

    

 

◆ 

助 

成 

事 

業 

〇 

助
成
対
象
と
な
る
団
体 

大
阪
市
内
に
所
在
す
る
学
校
教
育

法
第
一
条
に
規
定
す
る
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
（
私
立
学
校
を
除
く
）・

社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習
団
体
、

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う

団
体 〇 

助
成
対
象
と
な
る
事
業 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

大
阪
市
中
央
区
内
の
学
校
教
育
の

充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

 

 

大
阪
市
中
央
区
内
の
社
会
教
育
や

生
涯
学
習
の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る

事
業 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成  

 

大
阪
市
中
央
区
内
の
地
域
文
化
・
ま

ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業 

◆ 

広 

報 

啓 

発 

事 

業 

『
東
教
育
財
団
だ
よ
り
』
の
発
行 

財
団
の
事
業
と
大
阪
の
文
化
・
歴
史

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
を
発
行(

年
四
回
） 

   

東
教
育
財
団
だ
よ
り 

（
評
議
員
会
会
議
風
景
） 

理
事
会
会
議
風
景 
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（
理
事
会
会
議
風
景
） 

東
教
育
財
団
は
、
三
月
一
〇
日
に
理
事
会
と
評
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成
二
八 

年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
を
審
議
し
ま
し
た 

 

平
成
二
八
年
度
事
業
計
画 

 

 

 

東
教
育
財
団
は
、
三
月
一
〇
日
に
理
事
会
と
評
議
員
会
を
開
催
し 

平
成
二
八
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
を
審
議
し
ま
し
た 



 
 （２）  

  
◆ 
収
入
（
経
常
収
益
計
） 

三
八
、
四
一
〇
、
〇
〇
〇
円 

【
基
本
財
産
利
息
】   

三
八
、
四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

【
受
取
利
息
収
益
】    

 
 
 

一
〇
、
〇
〇
〇
円 

 
 

 

◆ 

支
出
（
経
常
費
用
計
） 

三
八
、
九
六
八
、
〇
〇
〇
円 

【
事
業
費
計
】 

 

二
七
、
六
九
三
、
〇
〇
〇
円 

・
支
払
助
成
金    

二
二
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

     

九
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

六
、
七
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

六
、
八
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

・
そ
の
他          

五
、
一
九
三
、
〇
〇
〇
円 

【
管
理
費
計
】 

 

一
一
、
二
七
五
、
〇
〇
〇
円 

◆ 

差
引
（
当
期
経
常
増
減
） 

△ 

五
五
八
、
〇
〇
〇
円 

 

  

 

平
成
二
七
年
度
に
助
成
し
た
事
業
の

具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

〇 

学
校
教
育
事
業
助
成 

「
豊
か
な
心
を
育
む
行
事
活
動 

 

―
多
様
な
体
験
を
通
し
て
」 

              

銅
座
幼
稚
園
で
は
、
園
児
に
お
茶
遊

び
・
パ
ス
テ
ル
画
遊
び
・
英
語
で
遊
ぼ

う
・
カ
プ
ラ
積
木
遊
び
・
ピ
ュ
ア
ハ
ー

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
伝
統
芸
能
の
鑑
賞

な
ど
の
多
様
な
体
験
を
さ
せ
、
園
児
の 

豊
か
な
心
を
育
む
と
と
も
に
、
保
護
者 

参
加
型
に
す
る
こ
と
に
よ
り
幼
児
教
育 

            
 

        
 

 

  

の
啓
発
に
も
役
立
て
た
。 

 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

「
船
場
の
伝
統
を 

～
社
会
に
有
為
な
人
材
育
成
～
」 

   

       

開
平
小
学
校
で
は
、
船
場
に
住
む
児

童
に
確
か
な
職
業
観
・
勤
労
観
を
持
た

せ
る
た
め
、
学
年
毎
に
系
統
的
・
継
続

的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
た
。
そ

の
た
め
、
船
場
に
あ
る
企
業
や
地
域
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
も
連
携
し
、
社
会

全
体
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
る
体
制

を
構
築
し
た
。 

学
年
別
の
具
体
的
な
取
組
例
と
し
て 

、
一
年
生
「
む
か
し
あ
そ
び
」・
二
年
生

「
ま
ち
た
ん
け
ん
」・
三
年
生
「
昔
の
道 

  

具
調
べ
」・
四
年
生
「
大
阪
の
農
業
・
産 

業
・
工
業
」・
五
年
生
「
船
場
の
偉
人
か 

ら
学
ぼ
う
」・
六
年
生
「
お
仕
事
探
検
隊

（
企
業
訪
問
）」
が
挙
げ
ら
れ
る 

 

（
助
成
額
六
〇
万
円
） 

〇 

社
会
教
育
事
業
助
成 

「
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
普
及
推
進
事
業
」 

                  

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
軟
式
野
球
大 

会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
卓
球
大
会
、 

 

（キャリア教育体験学習 お仕事探検隊風景） 

↑（お茶遊び体験風景） 

 

助
成
事
例
の
紹
介 

 

 

↓（パステル画遊び体験風景） 

（ピンポン祭り） 

 

平
成
二
八
年
度
収
支
予
算 

 

 

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
） 

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
） 

≪支払助成金内訳≫ 



 

  
 

（３）  

ゴ
ル
フ
大
会
等
を
開
催
し
、
ま
た
、
夏 

休
み
期
間
中
に
小
学
校
単
位
で
ラ
ジ
オ 

体
操
を
行
う
こ
と
で
、
区
内
の
ス
ポ
ー 

ツ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
推
進 

を
図
っ
た
。 

 
 

（
助
成
額
五
〇
万
円
） 

 

〇 

地
域
文
化
事
業
助
成 

 
 
 
 

 

 

「
中
央
区
成
人
の
日
記
念
の
つ
ど
い
」 

 

           

一
月
一
一
日
（
月
・
祝
）
に
区
役
所
を

は
じ
め
区
内
各
種
団
体
で
構
成
す
る
実

行
委
が
「
成
人
の
日
記
念
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
、
新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い
す
る

と
と
も
に
、
成
人
に
な
っ
た
自
覚
を
喚
起

し
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

                       

  

「
北
大
江
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
」 

 
 

一
〇
月
一
〇
日（
土
）と
一
六
日（
金
） 

の
両
日
、
北
大
江
公
園
で
野
外
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
す
る
他
、
周
辺
事
業
所
の

自
主
開
催
に
よ
る
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

等
の
リ
レ
ー
開
催
に
よ
り
、
地
域
一
帯

の
文
化
交
流
の
輪
を
広
げ
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
、
在
勤
者 

、
学
生
等
が
地
域
の
文
化
的
環
境
を
再 

認
識
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
交
流
を 

深
め
、
都
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り 

に
寄
与
し
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

             

 

               

  
「
パ
ソ
コ
ン
お
絵
か
き
教
室
」 

            

   

    

玉
造
幼
・
中
大
江
幼
、
及
び
、
玉
造 

小
・
中
大
江
小
・
南
大
江
小
で
は
、
高 

齢
者
大
学
校
で
パ
ソ
コ
ン
の
講
習
を
受 

け
た
高
齢
者
を
講
師
に
招
き
、
授
業
の 

一
環
と
し
て
「
お
絵
か
き
教
室
」
を
実 

施
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
パ
ソ 

コ
ン
の
基
本
操
作
を
学
ぶ
と
と
も
に
、 

    

 
  

マ
ウ
ス
で
お
絵
か
き
と
い
う
感
動
体
験 

学
習
に
よ
る
創
造
的
能
力
開
発
が
行
わ 

れ
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

 

「
船
場
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
二
〇
一
五
」 

 

船
場
地
域
の
歴
史
・
文
化
や
暮
ら
し 

に
関
す
る
情
報
と
街
歩
き
に
活
用
で
き 

る
地
図
を
内
容
と
す
る
小
冊
子
（
概
ね 

二
〇
頁
）
を
二
万
部
発
行
し
、
船
場
ま 

つ
り
や
船
場
博
覧
会
等
、
秋
の
イ
ベ
ン 

ト
月
間
を
中
心
に
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
等 

で
配
布
し
、
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
ま
ち 

の
魅
力
を
伝
え
た
。 （

助
成
額
二
〇
万
円
）  

(お絵かき教室生徒作品) 

↑(10／10オープニングライブ風景) 

↓(10／16公園ライブ風景) 



                             

  （４） 

       

江
戸
の
「
八
百
八
町
」・
京
の
「
八
百

八
寺
」
に
対
し
、
大
坂
が
「
八
百
八
橋
」

と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
江
戸
の
「
履
き
だ

お
れ
」・
京
の
「
着
だ
お
れ
」
に
対
し
、

大
坂
は
「
く
い
だ
お
れ
」
と
い
わ
れ
た
。 

「
く
い
だ
お
れ
」
に
は
二
説
あ
る
。
そ

の
一
つ
が
「
杭
だ
お
れ
」
で
あ
る
。
豊
臣

期
か
ら
江
戸
期
に
か
け
て
、
大
坂
で
は
多

く
の
堀
川
が
開
削
さ
れ
、
俗
に
「
八
百
八

橋
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
多
く
の
橋
が
架
け

ら
れ
た
。
八
百
八
は
数
が
多
い
こ
と
を
表

現
し
た
も
の
で
、
当
時
の
実
数
で
は
な

い
。
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年
の
『
浪

華
橋
々
繁
栄
見
立
相
撲
』
で
は
総
数
二
〇

五
の
橋
が
番
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

幕
府
が
費
用
を
負
担
し
た
公
儀
橋
は
一

二
橋
（
鴫
野
・
京
・
野
田
・
備
前
島
・
天

満
・
天
神
・
難
波
・
高
麗
・
本
町
・
濃
人
・

長
堀
・
日
本
）
に
過
ぎ
ず
、
残
る
一
九
三

橋
は
有
力
商
人
の
出
資
に
よ
り
架
け
ら

れ
、
橋
筋
の
町
衆
た
ち
が
維
持
す
る
町
橋

で
あ
っ
た
か
ら
、
よ
く
倒
れ
る
橋
の
杭
の 

 

   

 所
為
で
ま
ち
の
人
々
が
倒
れ
る
、
と
い 

う
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
大
阪
市
内
の
橋
は
、
一 

時
最
大
で
一
五
〇
〇
を
数
え
た
こ
と
も 

あ
っ
た
が
、
車
社
会
が
進
ん
だ
昭
和
四 

〇
年
代
、
堀
川
が
次
々
と
埋
め
立
て
ら 

れ
て
道
路
と
な
り
激
減
し
た
。
市
内
の 

橋
が
八
〇
八
ま
で
減
少
し
た
の
は
昭
和 

五
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
平
成
一
八 

年
に
は
八
八
一
橋
ま
で
回
復
し
た
。 

 

「
く
い
だ
お
れ
」
の
も
う
一
つ
の
説 

が
「
食
い
だ
お
れ
」
で
あ
る
。
大
坂
が 

天
下
の
台
所
と
い
わ
れ
た
時
代
、
食
文 

化
が
発
達
し
、
大
坂
の
商
人
が
そ
の
財 

力
と
商
人
な
ら
で
は
の
知
恵
や
工
夫
で 

そ
れ
を
支
持
し
た
の
で
、
大
い
に
充
実
・ 

 

   

 発
展
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
食
を
追
及 

し
す
ぎ
た
た
め
に
身
上
を
潰
し
た
こ
と 

か
ら
、
食
い
だ
お
れ
と
い
わ
れ
る
よ
う 

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

食
文
化
が
発
達
す
る
に
は
、
先
ず
食 

材
が
必
要
で
あ
る
。
大
坂
は
水
路
交
通 

に
恵
ま
れ
た
物
資
の
集
散
地
で
あ
り
、 

食
材
が
豊
富
で
あ
っ
た
。 

 

地
場
産
業
と
し
て
の
野
菜
作
り
も
盛 

ん
で
、
木
津
や
難
波
の
ネ
ギ
・
干
瓢
、 

天
王
寺
や
平
野
の
蕪
・
大
根
、
住
之
江 

の
サ
ツ
マ
イ
モ
、
毛
馬
胡
瓜
な
ど
の
浪 

速
野
菜
が
栽
培
さ
れ
、
天
満
の
青
物
市 

場
に
集
ま
っ
て
き
た
。
加
え
て
先
進
的 

な
栽
培
法
も
取
り
入
れ
て
お
り
、
文
化 

年
間
に
は
温
室
栽
培
が
始
ま
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
金
で
買
っ
た
肥
料
（
金
肥
）
で 

土
地
を
肥
し
、
三
毛
作
も
行
っ
て
い
る
。 

金
肥
の
代
表
が
干
鰯
で
、
泉
州
沖
の
イ 

ワ
シ
が
不
漁
の
と
き
は
松
前
の
ニ
シ
ン 

で
代
用
し
た
。 

 

食
材
が
揃
え
ば
、
そ
れ
を
美
味
し
く 

す
る
出
汁
が
必
要
と
な
る
。
調
味
料
は
、 

竜
野
の
醤
油
、
湯
浅
の
味
噌
、
赤
穂
の 

塩
が
堂
島
に
運
ば
れ
て
き
た
。
出
汁
を 

と
る
昆
布
は
北
海
道
松
前
か
ら
、
鰹
節 

は
土
佐
や
紀
州
か
ら
海
路
で
大
坂
に
入 

っ
た
。 

 
 

   

 

大
坂
の
出
汁
は
、
昆
布
の
グ
ル
タ
ミ 

ン
酸
と
鰹
節
の
イ
ノ
シ
ン
酸
を
複
合
さ 

せ
て
旨
味
を
増
幅
さ
せ
、
さ
ら
に
コ
ハ 

ク
酸
が
含
ま
れ
る
酒
を
少
量
足
し
て
旨 

味
を
引
き
立
て
、
大
坂
の
味
が
つ
く
ら 

れ
た
。 

 

食
材
に
恵
ま
れ
、
旨
い
出
汁
が
あ
り
、 

腕
の
よ
い
料
理
人
が
い
て
も
、
包
丁
が 

な
く
て
は
料
理
は
で
き
な
い
。
包
丁
と 

い
え
ば
刀
で
有
名
な
堺
で
、
た
ば
こ
包 

丁
に
始
ま
り
、
元
禄
年
間
に
は
出
刃
包 

丁
、
薄
刃
包
丁
な
ど
の
調
理
包
丁
が
つ 

く
ら
れ
た
。 

 

料
理
を
美
味
し
く
い
た
だ
く
に
は
、 

飲
み
物
も
必
要
で
あ
る
。
お
茶
は
宇
治 

か
ら
良
質
な
も
の
が
入
り
、
酒
は
灘
・ 

伊
丹
・
池
田
か
ら
集
ま
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
豊
富
な
食
材
に
旨
い 

出
汁
の
工
夫
、
道
具
（
包
丁
）
の
よ
さ 

と
銘
酒
・
銘
茶
が
、
大
坂
の
食
文
化
を 

生
み
、
大
坂
商
人
が
育
て
、
そ
の
伝
統 

が
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。 

（
槙 

野  

勝
・
記
） 

 
 

 
 

＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇
字

程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 


